
令和６年７月１０日

令和６年度東京海洋大学海洋工学部海事システム工学科及び海洋電子機械工学科
一般選抜（後期日程）における解答例の一部誤りと採点ミスについて

このたび、令和６年３月１２日（火）に実施しました令和６年度東京海洋大学海洋工学部海事シ
ステム工学科及び海洋電子機械工学科の一般選抜（後期日程）において、次のとおり解答例の
一部誤りと採点ミスがありましたのでお知らせいたします。

受験者並びに関係者の皆様にはご迷惑をおかけしましたことを心よりお詫び申し上げますと
ともに、今後は再発防止により一層努めてまいります。

１ 対象学部学科
   海洋工学部海事システム工学科及び海洋電子機械工学科

２ 入試区分
一般選抜(後期日程)

３ 該当箇所
個別学力検査「物理」大問４解答欄 (ケ) （問題については次頁参照）

４ ミスの内容及び対応

(１)解答例の一部誤り
台の運動に関して、 0 ≦ x ≦b 以外の範囲では加速度 gsinθ で等加速度運動します。

     従って、この範囲での v2 の変化量は x の変位に比例し、x 軸を軸とする2つの放物線の
     一部がこの範囲でのグラフとなります。当初の解答例からの変更箇所は次のとおり。

 

(誤)当初の解答例◎当初の解答例からの変更箇所

(-ℓ, 0)と(0, 2𝑔ℓ𝑠𝑖𝑛𝜃)を

結ぶ線は、曲線(※)となる。
(b, 2𝑔ℓ𝑠𝑖𝑛𝜃)(ℓ, 2𝑔 2ℓ − 𝑏 𝑠𝑖𝑛𝜃)を

結ぶ線は、曲線(※)となる。

(※)X軸を軸とする放物線

◎当初の解答例は図示としては誤りですが、 採点上は、受験者の手書き描画のため図示の

正確性に重きを置くのではなく、次の4点(①(-ℓ, 0)、 ② (0, 2𝑔ℓ𝑠𝑖𝑛𝜃)、

③ (b, 2𝑔ℓ𝑠𝑖𝑛𝜃)、④ (ℓ , 2𝑔 2ℓ − 𝑏 𝑠𝑖𝑛𝜃))を通るグラフを作成できるかを見ております。

このため、当初の解答例の通りの解答でも正答としています。



【お問い合わせ先】
東京海洋大学学務部入試課
電話：03-5463-0511
FAX ：03-5463-0514

  E-mail：n-nyusi1@o.kaiyodai.ac.jp

(２)採点ミス
誤りのある解答例を用いて採点していたため、改めて採点結果(全答案用紙)の確認を行った

ところ、図示を求める小問(解答欄(ケ)の箇所)において、正しく採点されていない答案があるこ
とが分かりました。

該当の箇所について、必要な加点をして受験者全員の合否判定を再度行ったところ、既に発表
済みの合否の判定結果に影響はありませんでした。

◎該当の問題文
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